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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第48期

第１四半期累計期間
第49期

第１四半期累計期間
第48期

会計期間
自平成29年４月１日
至平成29年６月30日

自平成30年４月１日
至平成30年６月30日

自平成29年４月１日
至平成30年３月31日

売上高 （千円） 1,492,274 1,633,904 7,267,600

経常利益又は経常損失（△） （千円） △27,478 25,351 443,351

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）
（千円） △21,272 15,309 295,167

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 457,304 457,304 457,304

発行済株式総数 （株） 5,985,000 5,985,000 5,985,000

純資産額 （千円） 2,729,998 2,938,949 2,975,640

総資産額 （千円） 4,095,514 4,377,339 4,509,775

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）

（円） △3.55 2.56 497.20

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 18.00

自己資本比率 （％） 66.66 67.14 65.98

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社を有していないため記載しておりません。

 

 

２【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益、設備投資、雇用・所得環境の改善等により緩やかな回

復基調が続いていますが、大国間の貿易摩擦の懸念など海外経済の不確実性、中東・東アジア地域における地政学

的リスク、金融資本市場の変動など、海外動向に対する警戒感により先行きは依然として不透明な状況が続いてお

ります。

当社が属する情報サービス業界においては、引き続きクラウド、ＩｏＴ（Internet of Things)、フィンテック

（金融サービスのＩＴイノベーション）、ビッグデータ、ＡＩ（人工知能）、ＲＰＡ（ロボットによる業務自動

化）などの技術革新の進展、「働き方改革」の実現を含む人手不足に対する自動化、省力化、生産性向上に向けた

IT活用意識の高まりを背景に、企業の将来を見据えた戦略的IT活用の重要性が高まり、引き続き堅調に推移してお

りますが、パートナー企業を含む開発要員の不足及び高コスト化等でさらに厳しい環境が続いております。

 

このような環境のもと当社では、引き続き既存顧客とのパートナーシップの強化による領域の拡大及び顧客満足

度の向上に努め、継続的な受注確保・拡大を図るとともに、パッケージベースＳＩ・サービスを中心とした新規顧

客の開拓に注力し、さらに開発要員の採用強化及びパートナー企業との更なる連携強化に努めてまいりました。ま

た、引き続き不採算プロジェクト再発防止に向けたプロジェクト管理の強化に真摯に努めるとともに、今後の成長

に向けた強固な土台作りを推進してまいりました。

 

この結果、当第１四半期累計期間の売上高は1,633,904千円（前年同四半期比109.5％）、営業利益は26,514千円

（前期同四半期は営業損失32,362千円）、経常利益25,351千円（前期同四半期は経常損失27,478千円）、四半期純

利益は15,309千円（前期同四半期は四半期純損失21,272千円）となりました。

 

当社事業のサービスライン別の業績を示すと次のとおりであります。

事業のサービスライン 売上高（千円） 前年同期比（％）

システムインテグレーション・サービス 1,142,402 104.9

インフラソリューション・サービス 187,660 93.9

パッケージベースＳＩ・サービス 303,842 149.3

合計 1,633,904 109.5
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（システムインテグレーション・サービス）

百貨店向け開発案件を中心とした産業・流通分野全体の受注不足等により売上高が減少しましたが、金融分野に

おけるネットバンク案件及び流通系銀行案件の受注増加、公共分野での新規案件参画による受注が堅調に推移した

結果、売上高は1,142,402千円（前年同四半期比104.9％）となりました。

 

内訳を業種別に示すと、次のとおりであります。

業種別 売上高（千円） 前年同期比（％）

金融 539,539 115.9

（うち銀行） 341,082 134.7

（うち保険・証券） 53,820 82.1

（うちクレジットカード） 144,636 98.6

産業・流通 452,018 90.5

公共 40,686 339.3

医療 110,158 98.4

合計 1,142,402 104.9

 

（インフラソリューション・サービス）

クレジットカード分野及び医療分野向けネットワーク構築案件及び基盤構築案件にて受注が堅調に推移しました

が、産業・流通分野の受注が減少したことにより、売上高は187,660千円（前年同四半期比93.9％）となりまし

た。

 

（パッケージベースＳＩ・サービス）

当社におけるクラウドコンピューティングサービスの中心であるSalesforce関連の受注が堅調に推移したことに

より、売上高は303,842千円（前年同四半期比149.3％）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期会計期間末における総資産は4,377,339千円となり、前事業年度末と比較して132,436千円の減少と

なりました。これは主に、現金及び預金が481,336千円増加、システム開発の進捗により仕掛品が171,407千円増加

し、一方で、売上債権が784,762千円減少したことによるものであります。

 

（負債）

当第１四半期会計期間末における負債合計は1,438,389千円となり、前事業年度末と比較して95,745千円の減少

となりました。これは主に、短期借入金が100,000千円増加、未払費用が27,061千円増加、預り金が81,577千円増

加し、一方で、買掛金が21,518千円減少、納税により未払法人税等及び未払消費税等が107,671千円減少、賞与、

役員賞与の支給等により賞与引当金及び役員賞与引当金が175,474千円減少、退職給付引当金が10,725千円減少し

たことによるものであります。

 

（純資産）

当第１四半期会計期間末における純資産合計は2,938,949千円となり、前事業年度末と比較して36,690千円の減

少となりました。これは主に、その他有価証券評価差額金が1,862千円増加し、一方で、配当金の支払等により利

益剰余金が38,553千円減少したことによるものであります。
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

当第１四半期累計期間における研究開発活動の金額は、6,361千円であります。

なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,985,000 5,985,000
東京証券取引所

（市場第一部）

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない当社にお

ける標準となる株式

であります。なお、

単元株式数は100株

であります。

計 5,985,000 5,985,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年４月１日～

平成30年６月30日
－ 5,985,000 － 457,304 － 286,193
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（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成30年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

平成30年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　5,983,800 　　　　　59,838

完全議決権株式であり、

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であります。な

お、単元株式数は100株

であります。

単元未満株式 普通株式　　　1,000 － －

発行済株式総数 　　　　　5,985,000 － －

総株主の議決権 － 　　　　　59,838 －

 

②【自己株式等】

平成30年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ランドコンピュータ
東京都港区芝浦

四丁目13番23号
200 － 200 0.00

計 － 200 － 200 0.00

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成30年４月１日から平成30

年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,733,678 2,215,014

売掛金 1,937,651 1,152,889

有価証券 200,000 200,000

仕掛品 ※ 73,660 ※ 245,068

前払費用 50,147 45,696

その他 3,154 7,962

流動資産合計 3,998,293 3,866,631

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 67,239 64,648

工具、器具及び備品（純額） 28,786 26,412

有形固定資産合計 96,026 91,061

無形固定資産   

ソフトウエア 25,808 22,426

商標権 6,237 6,050

無形固定資産合計 32,045 28,476

投資その他の資産   

投資有価証券 72,316 74,963

差入保証金 67,673 82,326

ゴルフ会員権 3,600 3,600

繰延税金資産 241,420 231,781

貸倒引当金 △1,600 △1,500

投資その他の資産合計 383,410 391,170

固定資産合計 511,482 510,708

資産合計 4,509,775 4,377,339
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成30年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 299,025 277,507

短期借入金 － 100,000

未払金 31,568 43,824

未払費用 114,022 141,083

未払法人税等 116,054 9,911

未払消費税等 58,267 56,738

前受金 30,453 29,030

預り金 64,856 146,434

賞与引当金 322,556 168,481

役員賞与引当金 22,700 1,300

株主優待引当金 7,676 －

受注損失引当金 ※ 800 ※ 8,649

流動負債合計 1,067,980 982,960

固定負債   

長期未払金 100,000 100,000

退職給付引当金 366,154 355,429

固定負債合計 466,154 455,429

負債合計 1,534,135 1,438,389

純資産の部   

株主資本   

資本金 457,304 457,304

資本剰余金 313,574 313,574

利益剰余金 2,179,779 2,141,226

自己株式 △195 △195

株主資本合計 2,950,463 2,911,910

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 25,176 27,039

評価・換算差額等合計 25,176 27,039

純資産合計 2,975,640 2,938,949

負債純資産合計 4,509,775 4,377,339
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

 当第１四半期累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

売上高 1,492,274 1,633,904

売上原価 1,304,150 1,367,577

売上総利益 188,124 266,327

販売費及び一般管理費 220,487 239,813

営業利益又は営業損失（△） △32,362 26,514

営業外収益   

受取利息 23 20

受取配当金 535 662

業務受託料 4,100 5,500

助成金収入 － 6,160

その他 371 362

営業外収益合計 5,030 12,706

営業外費用   

支払利息 145 184

一部指定関連費用 － 13,685

営業外費用合計 145 13,869

経常利益又は経常損失（△） △27,478 25,351

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △27,478 25,351

法人税、住民税及び事業税 383 402

法人税等調整額 △6,588 9,639

法人税等合計 △6,205 10,041

四半期純利益又は四半期純損失（△） △21,272 15,309
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

 

（四半期貸借対照表関係）

※　たな卸資産及び受注損失引当金の表示

損失の発生が見込まれる請負契約に係る仕掛品と受注損失引当金は、相殺せずに両建てで表示しておりま

す。損失の発生が見込まれる請負契約に係る仕掛品のうち、受注損失引当金に対応する額は次のとおりであ

ります。

 
前事業年度

（平成30年３月31日）
当第１四半期会計期間
（平成30年６月30日）

仕掛品 800千円 8,649千円

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日）

減価償却費 11,746千円 10,995千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月10日

定時取締役会
普通株式 53,863 9 平成29年３月31日 平成29年５月31日 利益剰余金

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年５月９日

定時取締役会
普通株式 53,863 9 平成30年３月31日 平成30年５月31日 利益剰余金

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社の事業は、システムソリューションサービス及びこれらの付随業務の単一セグメントであるため、記載

を省略しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
△3.55円 2.56円

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
△21,272 15,309

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損

失金額（△）（千円）
△21,272 15,309

普通株式の期中平均株式数（株） 5,984,787 5,984,787

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

－ －

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成30年５月９日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

（イ）配当金の総額………………………………………53百万円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………９円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成30年５月31日

（注）　平成30年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

 

EDINET提出書類

株式会社ランドコンピュータ(E31948)

四半期報告書

13/15



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年８月９日

株式会社　ランドコンピュータ

取　　締　　役　　会　御中

 

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 板 谷 宏 之 　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 石 川 喜 裕 　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ランド

コンピュータの平成30年４月１日から平成31年３月31日までの第49期事業年度の第１四半期会計期間（平成30年４月１日

から平成30年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期財務

諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ランドコンピュータの平成30年６月30日現在の財政状態及び同日を

もって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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